
ヘリウム

パソコンの調子が悪
く、メンテナンスに時
間がかかり、しばらく

発行が止まっていまし
たが、ようやく再開で
す。全号では、ヘリウ
ムの話が途中で終わっ
ていました。
ある原子が高温になっ
て発する光（電磁波）

は、その原子の電子が
もつエネルギーを反映
します。つまり光を調
べると、何の元素が存
在するのかが解ります。
すなわち、宇宙空間か
らやってくる光のスペ

クトルを調べると、宇
宙に存在している元素
が解ります。
ところでヘリウム元
素は、最初、地球上で
はその存在が知られて
いませんでした。

太陽光のスペクトルを
調べて行くうちに、そ
の存在が明らかになり
ます。太陽はご存知の
ように、水素と水素と
が核融合し、ヘリウム
になるときに、莫大な

エネルギーを放出して
います。「ヘリウム」
という名は、ギリシャ
神話に登場する太陽の
神様「ヘリオス」から
名づけられました。

これらの議論は、「絶
対零度への挑戦」
K・メンデルスゾーン
著 講談社 P92
に詳しいのですが、絶
版本なので、この部分
を引用しておきます。

「19世紀の中頃に、キ
ルヒホッフとブンゼン
は、発光する蒸気から
出る光を分析すること
によって、物質の研究

に非常に大きな進歩を
もたらした。彼らは、
分光器という道具を使っ
たのであるが、これは、
ある光源からの光の個々
の波長を測定するもの
である。１８６９年８

月１８日の皆既日食の
時に、初めて分光器が
太陽のコロナに向けら
れた。コロナは、太陽
のが月でおおわれる時
に、初めて見られる熱
い気体のおおきな外被

である。皆既日食は、
インドからマラッカへ
通っていったのである
が、それを観測した科
学者たちは、明るい黄
色のスペクトルを認め
た。そして、最初多く

の人たちは、これを水
素またはナトリウムに
帰因するとした。その
一人ヤンセンは、普通
の状態でコロナが見え
ない時にも、分光器が
黄色い線を表すかどう

かと考えた。彼は、次
の日、これを試みて成
功した。彼は、この観
測をフランス・アカデ
ミーに報告し、その手
紙は１０月２４日に到

着した。さらにその同
じ日に、イギリスのロッ
ケイヤーが、同じ結果
を独立に報告した手紙
が到着した。ヤンセン
もロッケイヤーも、初
めから、彼らが太陽の

中に見たこの強い黄色
の線が、良く知られた
ナトリウムと同じかど
うかには疑問を持った。
しかし、水素に関して

は、これを確かめこと
は、はるかに困難であっ
た。最終的には、おも
にフランクランドとロッ
ケイヤーによる実験室
での観測との比較によっ
て、この線が、ある知

られざる化学元素に属
するものであることが、
ほとんど疑いを残さな
いようになった。
１８７１年、ケルビン
卿は英国協会の会長就
任演説において、次の

ように彼らの仕事を総
括した。「これはある
新しい物質を示してい
るように思われ、彼ら
は、ヘリウムと呼ぶこ
とを提案している」
ほとんど４分の１世紀

近くの間、ヘリウムは、
ただ太陽にのみ見られ
る気体であった。その
後、１８９５年に、ウィ
リアム・ラムゼー卿が、
ピッチブレンドの鉱石
を熱するときに出てく

る気体を調べて、新し
い不活性ガス、アルゴ
ン発見の確認をしてい
た。彼はこれを分光分
析にかけてみた。そし
て驚くべきことに、ヤ

ンセンとロッケイヤー
が太陽の雰囲気中に見
出した、あの明るい黄
色い線が見られたので
ある。ヘリウムは地上
で見つかったわけで、
この新しい物質の地上

における源の探索がは
じまった。ウイルドバ
ドやバスのような鉱泉
から、少量のヘリウム

が得られた。また、ガ
ス井戸からも得られた。
ヘリウムは、大気中に
も存在が見出された。
しかし、わずかに１０
万分の１よりも低い濃
度であった。」

液体ヘリウム
先日、産業科学館で、
液体窒素と、高温超伝
導体（おそらくYBCO)
によるマイスナー効果
の実験を見ました。

歴史的には、ヘリウ
ムの液化は非常に大変
であり、カマーリング・
オンネスが初めて液化
に成功しました。液体
ヘリウムと超伝導の発
見はほぼ同時期であり、

液体ヘリウムの示す
「超流動」現象と「超
伝導」とは似たような
性質があり、量子力学
によって説明されるこ
とがわかってきました。
ただ、超伝導中の電子

の振る舞いは、ヘリウ
ムのそれよりも複雑で
あるため、「バーディー
ン・クーパー・シュリー
ファー」の三人がBCS
理論と呼ばれる理論を
打ち出すまで時間がか

かりました。
「超流動」も「超伝
導」も、ボーズ凝縮と
いう特殊な状態になっ
ています。
先日お目にかかった

高温超伝導体YBCO（イッ
トリウム・バリウム・
銅・酸素の化合物）が
なぜ超伝導を示すのか
については今だに謎で、
BCS理論では説明がつ
きません。

第14号 理科だより 平成21年3月27日

理科だより
発行

平成21年3月27日

編集 RIKADAISUKIMAN


